資料２
地域生活を支える資源のあり方と確保方策について（ケアホーム）案
ケアホームの位置づけ
1 在宅で介護を受けながら生活している重症心身障がい児(者)が継続して地域で生活する場
2 重症心身障がい児施設に入所する障がい者で地域移行を希望する障がい者の地域での受け皿
3 単独での在宅生活を希望する重症心身障がい児（者）が、最終的な単独での在宅生活に円滑に移行するためのトライアルや準備として生活する場
医療的ケアが必要な重症心身障がい児(者)が利用するケアホームの課題
　制度・事業運営上の課題
1 職員体制のあり方
・現行の配置基準は医療的ケアを想定したものではない。
・医療的ケアに対応するための看護師の配置が必要性。
・生活支援上の個別的ケアにおける訪問介護（ホームヘルパー）の利用等が必要である。
2 職員の研修体制のあり方
・重症心身障がい者に対する医療的ケアや専門的な介護技術についての研修は必須である。
・医療的ケアを必要とする重症心身障がい児(者)は個々の状態像が異なるため、個別的な実践的研修や医療機関からの情報提供が必要である。
3 施設・設備基準のあり方
・現行のグループホーム・ケアホームの施設・設備基準では、医療的ケアを必要とする重症心身障がい者が利用するためには不十分。
・在宅サービスとしての有効性や限界を考慮した、現実的な施設・設備基準のあり方を検討。
4 報酬体系について
・現行の障がい程度区分とは切り離した医療加算が必要。
5 地域医療機関との連携について
・主治医やかかりつけ医療機関が、ケアホーム所在地の地域医療機関と連携する必要がある。地域医療機関との連携に際しての仕組み作りが必要となる。
6 訪問看護事業所との連携について
・ケアホームでの訪看利用については、①の職員配置における看護師の配置の必要性と関連して検討することが必要。
7 福祉サービスとの連携について
・重症心身障がい児(者)の日中活動の機会確保やその利用形態、また通所できない利用者へのケアホームで行う支援のあり方も含めた他の在宅福祉サービスとの連携が必要。
　利用者像
・医療的ケアを必要とする重症心身障がい児(者)がケアホームを利用するためには、医療的ケアに対応した人員配置、施設・設備が必要である。重症心身障がい児(者)が利用できるケアホームの実現可能性や、介護保険サービスとの関係の整理が必要。
　設置促進
・医療的ケアを提供できるケアホームの整備や確保については、設置運営法人が工夫できるものと、公的な支援や施策が必要なものがある。
